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◎これまでに主に取り組んできたこと 
1. 「お茶振興法」成立（法案の名づけ親）、「お茶振興議員連盟」設立（発起人の一人） 
2. お茶の放射性物質規制値の変更（「飲茶段階での検査」の実現） 
3. 「東海地震財特法」の再生率 ※東海地震に備えるための耐震補強工事を速やかに進めるための法律。2010 年 3月成立 

4. 「協同組合振興研究議員連盟」の設立 
5. 東日本大震災「二重ローン問題」への諸対策※民主党 PT 主査として課題解決に尽力 
その他、財務金融委員として、政府の円高対策、中小企業金融円滑化法等にも取り組んだほか、静

岡県温水利用センターへの支援確保、静岡県内土地改良事業の計画実施、茶凍霜害への緊急対策、学

校耐震化予算の充実、中東遠消防指令施設広域化等にも取り組みました。 

 
◎次回選挙までに実現に向けて取り組むこと（これまでも取り組んできておりますが） 
1， 津波堤防の計画策定 

2， 静岡県内陸フロンティア特区構想 

3， 協同組合憲章の国会決議 
 

小山のぶひろ 活動紹介 
 

細野豪志政策調査会長は２３日の政調役員会後の会見で、野田総理

が党首会談で野党に対して協力を求めた①特例公債法案の処理②「１

票の格差」是正③社会保障改革国民会議の設置――の３テーマについ

て政調会長としてどう取り組むかについて次のように述べました。	 

	 

「私が主にかかわるのは特例公債法と社会保障改革の国民会議の二つ。	 

特例公債法についてはどこが与党になっても、財政的に厳しい状況は明らか	 

なので特例公債に頼らざるを得ない事情がある。それを考えれば各党、党の	 

利益を超えて、日本の国を運営していくという面から一致点は必ず見いだせ	 

る」と指摘。「自民、公明の皆さんも３年前までは与党として政権運営をされていたので、特例国

債の必要性はわれわれよりもはるかによく分かっておられる。そういう考え方に、自公の皆さん

も必ず立っていただけると思う」と述べました。	 

	 

国民会議に関しては、「社会保障という国民の皆さんの最大の関心事について話し合う場所とな

る。それも法案修正の中で自民党や公明党の皆さんからの提案を受けて設置を規定したものなの

で、その議論の開始について、私は必ずや理解が得られると思っている」と述べ、各党に政調会

長間での協議を要請していくと表明しました。 

 

「日本を運営するという面から一致点は見出せる」 細野政調会長、各党に協議を呼びかけ 


